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孔
子
の
里
か
ら
風
が
吹
く

　多久茂文公が300年前になぜ、東原庠舎を開校し、
聖廟を建立したのかは本誌先月号で紹介しました
が、その多久聖廟の建物にも不思議がいっぱいで
す。随所に込められた創建者の思いは、いにしえ
は勿論、私たちが生きる時代、そして、この先の
未来も、平和で豊かな社会であることを願ったも
のでした。今月の特集は、それを物語る聖廟内外
の装飾文様に触れてみましょう。

知
る
の

す
す
め宝物

多久にしかない

き
ず
、
春
と
秋
の
釈
菜
だ
け
。
し
か
も
、

孔
子
像
は
な
か
な
か
拝
顔
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
今
年
の
秋
は
い
つ
も
と
違
い

ま
す
。
10
月
25
日
の
『
孔
子
像
遷
座
式
』

で
は
、
間
近
で
孔
子
様
と
会
え
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
冠
や
衣
装
に
至
る
細
部
の
飾
り

模
様
も
必
見
で
す
。

　

創
建
し
た
多
久
茂
文
の
「
多
久
を
四
霊

（
麒
麟
・
鳳
凰
・
龍
・
亀
）
が
集
ま
る
理

想
郷
に
」
の
想
い
が
込
め
ら
れ
た
聖
廟
の

吉
祥
文
様
は
、
中
国
古
典
に
み
ら
れ
る
孔

子
に
ま
つ
わ
る
数
々
の
逸
話
を
も
と
に
構

成
。
北
に
山
を
負
い
、
南
に
門
を
構
え
、

門
の
前
に
池
が
あ
る
の
も
中
国
の
故
事
に

倣
っ
た
も
の
。
他
の
孔
子
廟
に
は
見
ら
れ

な
い
多
久
独
特
の
発
想
に
よ
る
廟
の
構
造

で
、
最
も
中
国
的
様
式
を
取
り
入
れ
た
珍

し
い
和
中
折
衷
の
建
物
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
聖
廟
に
ま
つ
わ
る
多
く

は
、
市
の
郷
土
資
料
館
で
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
第
２
・
４
土
曜
日
の
午

前
中
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
が
聖
廟
を
案
内
し
て
く
れ
ま
す
。

　

過
去
を
学
ぶ
と
壮
大
な
ロ
マ
ン
と
結
集

力
が
伺
え
、
こ
こ
に
し
か
な
い
宝
は
、
知

れ
ば
知
る
ほ
ど
、
新
た
な
発
見
に
つ
な
が

り
、
心
の
財
産
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。
ま

ず
は
、
市
報
を
片
手
に
、
参
拝
に
出
掛
け
、

め
で
た
い
吉
祥
文
様
を
拝
見
し
ま
せ
ん
か
。

象（ぞう）
霊獣のひとつで、仏教では釈迦誕生にちなむ話や
普賢菩薩を乗せている動物として重宝がられてい
る。インドでは、神の使いとされる。

龍（りゅう）　
万能の神のごとく、神格化され、めでたい兆しと
なる最高の動物として、人々に敬愛される。十二
支各々に動物が当てはめられた時、唯一採用され
た中国の伝説上の動物。
※廟内にも対で存在する装飾があり、この龍と象
も一対の阿吽形。阿は口を開いて最初に出す音、
吽は口を閉じて出す最後の音で、あらゆる現象の
始めと終わりを表し、阿吽の呼吸などとも言う。
沖縄のシーサーは、口を開いた方が福を招き、片
方があらゆる災難を家に入れないと言われ、これ
も除災招福の形。

宝珠（ほうじゅ）
願いを叶える不思議な
力が備わっているとさ
れ、尖った先端から願
いを宇宙に放出したり、逆に宇宙の
エネルギーを呼び込むとも言われる。

鯱（しゃち）
頭はトラに似て、背
にとげを持ち、背を
そらして尾を上に跳
ね上げる想像上の
魚。主に屋根に使わ
れ、鬼瓦同様守り神
とされる。竹（たけ）

仙人の住む家に
生える植物で、
鳳凰が実を食べ
るという、古来から神
が宿る瑞祥植物として、
大切にされてきた。正
月飾りや地鎮祭などで
邪気を払う斎竹（いみ
だけ）にしたり、七夕
などにも使われるよう
になった。

柏樹（かしわじゅ）
柏樹は新芽が出るまで、葉
を落とさないことから、家
が絶えないとして尊ばれ、
端午の節句の柏餅も厄払の
力があると信じられている。

鯉（こい）と波
滝を登って龍になると言われるほど縁起の
よい魚で、「登竜門」の語源。中国の伝説
から立身出世の象徴。この虹梁に唯一施さ
れ、ここが登竜門を意味する。

如意頭文（にょいとうもん）
孫悟空の如意棒でおなじみ。意
のままに思う通りにと言う意味
で「万事意の如く」を願う。形は、
霊芝や瑞雲を元に吉祥をかた
どっている。

饗餮（とうてつ）
中国神話の怪物で、
何でも食べること
から、食に困らな
いお守りや魔除け
に使われ人間の悪
い心も食べてくれ
ると言われる。

鳳凰（ほうおう）
天帝の使いとして羽ばた
く瑞獣のひとつ。羽を持っ
た360種の鳥類の長とさ
れ、鳳は雄、凰は雌を指し、
幸せを呼ぶ鳥。2004年から
発行されている１万円札
にも描かれる。

栗（くり）
貴人が食する
めでたい果物
のひとつ。

■この中でも一番多いのが龍。聖廟には、
向拝部分から神壇にある聖龕（孔子像を収
める八角形の厨子）まで100近くの龍の装飾
があり、廟内で孔子を守護しているのも龍
です。高貴な気質を持つ龍は、富貴吉祥を
象徴することから、財を招いて富貴を呼び
込む力を持っている計り知れないパワーが
あると伝えられる。また、風雲をもたらし、
雨を降らせる神通力を持つ霊獣で、中国で
は、治水や水を司り、天子のシンボルとなっ
た。多久家文書によると、聖廟で雨乞い祈
願が度々行われており、効果てき面だったら
しい。長雨の時は晴天祈願も行われている。

■本堂壁には、阿吽の麒麟の彫物がありま
すが、麒麟は中国では聖人が出現して良い
政治が行われる時の印とされる瑞獣のひと
つで、想像上の動物。駆ける姿は喜びの象
徴で、慶賀をもたらす平和のシンボル。
  「鎮」の作用が強く、あらゆる災い
を消し、安定させる。春と秋の釈菜
の時は、仰高門をくぐった右側に、
麒麟がみなさんを出迎えているのを
ご存知でしたか。

多久聖廟の開運パワーを知ろう ！

←

あ うん

な
ら

多
久
聖
廟
は
「
敬
い
の
心
」
の
形

参
拝
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を
喜
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招
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入
れ
る
吉
祥
文
様

孔
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敬
う
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内
の
装
飾
・
彫
刻
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学
問
の
神
様
と
登
竜
門

▲みなさんを招く向拝部分
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